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発行：国立市オンブズマン事務局 

自分たちにも必要なんだ『子どもの権利』 
  

 

 

オンブズマンと話そう！聞いてみよう！ 

日時 １０月 13日（土）午後２時～４時（開場：１時 30分） 

場所 国立駅前くにたち・こくぶんじ市民プラザ会議室（北 1-14-1） 

対象 市内在住・在学の中学生 

定員 12名程度（申込多数時抽選） 

申込 10月 5日（金）（必着）までに右の申し込みまで、電話、郵送 

またはメールで、①氏名（ふりがな）②住所③学校名（学年） 

④連絡先（電話番号、メールアドレス等）⑤オンブズマンに聞いてみたい

こと（任意）を明記のうえ、オンブズマン事務局へお申し込みください。 

オンブズマンと、少人数のグループで子どもの権利について学んだ

り、おしゃべりしたりする子どもオンブズマン座談会「meet 座オン

ブズマン」を開催します！！ 

普段、オンブズマンは、みんなが困ったり、悩んだりしていること

を聞いて相談にのっています。でも今回は、中学生のみんなが普段何

気なく思っていることを教えてほしいし、オンブズマンがどんな人か

知ってほしい。みんなも、気軽におしゃべりしましょう。 

 

 

成瀬オンブズマン 
（弁護士） 

中学生 

向け 

イベント 

◀オンブズマン事務局

のメールアドレスの

QRコード 

 

問い合わせ・申し込み 

〒186-8501 富士見台 2-47-1 

オンブズマン事務局あて

☎505-5127(直通) 

 

 

気軽に参加してください。 

子どもの権利条約には、大きく、生きる権利、育つ権利、守られる権利という、四つの柱があります。 

子どもが生命を脅かされず、搾取や不当労働などから守られるなんてことは、日本では当たり前に保証されている

のだから、私たちには関係ないことだ、と思っているかもしれません。 

 でも、大人が子どもに関係のあることを行うときには、子どもにとってもっとも良いことは何かを第一に考えなけ

ればならないという約束など、今の日本であっても、大人と子どもみんなで考えなくてはいけないこともあります。 

座談会 ゛meet
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木下オンブズマン 
（弁護士） 

 

生きる権利 

子どもは、その生命を

なにものにも脅かされ

ず安心して生きる権利

があります。 

 

育つ権利 
子どもは、一人ひとりが 

自分らしく、よりよく育つ

ために、支援や援助を受けな

がら、時に失敗し学んでいく

ことができます。 

 

 
 

守られる権利 

子どもは、いじめや虐待、

搾取、不当労働などから

自分を守り、また守られ

ます。 

 

参加する権利 

子どもは、自分自身にかか 

わる事柄について意見を述べ 

ることができます。その意見は、

子どもの年齢や成長に応じて十

分に考慮されます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 0120-70-7830 
 

sec_ombudsman@city.kunitachi.lg.jp 
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相談
そうだん

フォーム QR コード 

予約
よやく

なしでの直 接
ちょくせつ

来所
らいしょ

も OK! 
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なんでもOK な や み ゼロ 

 

ひみつは 

まもります 

オンブズマンこらむ      成瀬オンブズマン  

 

 私の好きな言葉に、「子どもの失敗する権利」というものがあります。これは、子どもの権利条約の精神的

な父といわれるポーランドの医師コルチャック先生の言葉だと言われています。私の子ども時代を振り返る

と、「失敗はダメなもの」だと言われ続けていたように思います。周りの大人は、表面上は「失敗してもいい

じゃないか」と言いますが、実際に失敗するとアレコレと注意を受けたり叱られたりして、「結局はダメなん

じゃないか」と思っていました。 

 でも、この「失敗する権利」は、失敗を「権利」とまで言い切っています。初めて聞い 

たときは衝撃的でしたが、どこかで「その通りだ」とも思いました。子どもたちには、 

失敗を繰り返し、成長していく権利があります。この言葉は、子どもたちを励ます役割だ 

けでなく、子どもを見守る全ての大人たちに対して、子どもの失敗を本当の意味で肯定的 

に受け止め、子どもの成長を見守り保障する義務を課したものだと、私は考えています。 

 これからも、「子どもの失敗する権利」と、「自分らしく健やかに成長する権利」を 

大切にしていきたいと思います。 

 

 

 相談
そうだん

することは、とても勇気
ゆ う き

がいるし、不安
ふ あ ん

がいっぱいだと思
おも

います。 

でも、あなたの話
はなし

をしんけんに聞
き

いて一緒
いっしょ

に考
かんが

える大人
お と な

がいることを知
し

ってほしいです。 

 

 

学校に行きたく

ない。布団から出

たくない。 

 

家の人には心配をかけたくないから相

談できない。でも、期待通りにできない

自分は、ダメな人間なんじゃないか。 

 

今のつらい気持ちを聞かせてください。 

相談じゃなくてもいいんです。 

言いっぱなしでもいいんです。 

人に話すと、自分のもやもやがすっき

りしたり、考えが整理できたりします。 

身近な人ではない人、知らない人に話

してみるのもいいですよ。 

・名前
な ま え

は言
い

いたくなければ言
い

わなくてもいいです。 

・じょうずにしゃべらなくてもだいじょうぶです。 
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友達と仲良くできない。

そんな自分って変な

の？ 

電話代は 

タダです。 

フリーダイヤル 

子どもオンブズマンにはこんな相談ができます。 

 


